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研究分野 研究内容のキーワード

　 　

学位 最終学歴

　 　

教育上の能力に関する事項

事項 年月日 概要

1 教育方法の実践例
　

2 作成した教科書、教材
1.『世界と日本の事例で考える学校教育×ICT』共著、 2023年6月 本書では、学校教育におけるＩＣＴの可能性につい

明治図書 　 て、諸外国でのＩＣＴ活用の状況と日本の現状を通じ

　 　 て考察し、多角的に分析・検討した。「個別最適な学

　 　 び」などＩＣＴを活用した授業づくりの成功の条件や

　 　 課題、教育の情報化、教育データの活用,臨床心理学的

　 　 な視点などを探究する目的でテキストとして使用でき

　 　 る。

2.『教科と総合の教育方法・技術』共著、学文社 2019年1月 　本書では、新教職課程を踏まえつつ、教育方法を目

　 　 的・取り組み方・機能(効果)の3つの側面から検討し、

　 　 日本における教育の理論と実践についての研究動向や

　 　 実践課題などを明らかにした。特に、新教育課程で求

　 　 められる「観点別学習状況の評価」の考え方と評価方

　 　 法について論述しており、教育課程論や教職論、教育

　 　 方法などのテキストとして使用できる。

3.『よくわかる教育課程　第2版』共著、ミネルヴァ書 2018年2月 本書では、教育課程をはじめて学ぶ学生や教師,教育課

房 　 程の編成・運営等に携わるスクールリーダー等を対象

　 　 として、教育課程に関する基本的な事項を広く、わか

　 　 りやすく解説している。特に、2017年版学習指導要領

　 　 で求められている最新の知見を盛り込み、教師が主体

　 　 的にカリキュラムを組み立てていくために必要な基本

　 　 的知識や考え方などを明らかにしている。

4.『特別活動と生活指導』共著、協同出版 2017年4月 本書では、最新の教育政策・学問成果を反映させた今

　 　 後の教職の在り方を提案している。教師を志す学生を

　 　 はじめ、実際に学校で子どもたちを指導している教

　 　 師、さらには教師を指導する立場にあるスクールリー

　 　 ダー等の教育・育成に使用できるテキストである。

5.『教職をめざす人のための教育課程論』共著、北大 2017年4月 　本書は、学習指導要領の改訂教免法、教育課程の編

路書房 　 成や手順について、教師の仕事として求められる実務

　 　 的な側面を分かりやすく、実践力を育てることを重視

　 　 しながら説いたものである。さらに、国内外の教育改

　 　 革における教育課程の新しい動向についても紹介して

　 　 いる。教育課程論や教職論の授業でテキストとして使

　 　 用することができる。

6.『パフォーマンス評価　―思考力・判断力・表現力 2011年7月 本書は、現在日本でも注目されているパフォーマンス

を育む授業づくり』共著，ぎょうせい 　 評価について、その概要と活用意義、授業づくりへの

　 　 具体的な活かし方などを記したものである。理論的側

　 　 面だけでなく、実践の裏にある苦しみや喜び、努力の

　 　 軌跡なども紹介しており、教育方法論や教職論の授業

　 　 でテキストとして使用することができる。

3 実務の経験を有する者についての特記事項
　

4 その他
　

職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

1 資格、免許
　

2 特許等
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職務上の実績に関する事項

事項 年月日 概要

2 特許等
　

3 実務の経験を有する者についての特記事項
1.愛知県教育委員会教育職員免許法認定講習及び教育 2015年4月2025年3月 愛知県教育委員会教育職員免許法認定講習及び教育実

実習（出前授業）指導教員 　 習指導教員として、教育理論と実践力の双方を備えた

　 　 教員養成に携わっている。現在（2024年）は、教育課

　 　 程論の講義をはじめ、児童生徒の能力を引き出すパ

　 　 フォーマンス課題及びルーブリックの設計などの指導

　 　 と助言を行っている。その際、教員同士が教育課程や

　 　 評価のプロセスを確認し、互いの理解を深めることが

　 　 できるよう努めている。具体的には、これまで自身が

　 　 培ってきた教育方法学の知識や専門的スキルを生かし

　 　 ながら、たとえば、教育課程や評価資料を教員同士が

　 　 見せ合い、気づいたことを意見交換・検討することに

　 　 よって互いの授業改善を図る機会を提供するといった

　 　 活動を行っている。

4 その他
　

研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
1.『世界と日本の事例 共 2023年6月 明治図書 本書では、学校教育におけるＩＣＴの可能性について、諸外国での

で考える学校教育× 　 　 　 ＩＣＴ活用の状況と、世界の中における日本の視点から多角的に分

ICT』 　 　 　 析・検討した。特に、「個別最適な学び」等ＩＣＴを活用した授業

　 　 　 　 づくりの成功の条件や課題、臨床心理学や教育の情報化の視点、教

　 　 　 　 育データの活用について考察した。（本人担当箇所：「オンライン

　 　 　 　 授業の現状と教育評価」執筆担当（pp. 118-125）)（共著者： 西岡

　 　 　 　 加名恵、石井英真、二宮衆一、木村裕、趙卿我等）

2.『よくわかる授業 共 2022年12月 ミネルヴァ書房 本書では、これまでの授業研究の成果にもとづいて、授業づくりや

論』 　 　 　 子どもの学びについて考えるための幅広いトピックスをとりあげて

　 　 　 　 解説している。筆者は、現代の韓国の教育評価制度について分かり

　 　 　 　 やすく解説し、その問題や課題などについて提言した。（本人担当

　 　 　 　 箇所：「韓国の教育評価制度」執筆担当（pp. 256-257）)（共著者

　 　 　 　 ：田中耕治、石井英真、西岡加名恵,、川地亜弥子、二宮衆一、羽山

　 　 　 　 裕子、趙卿我等）

3.『カリキュラム研究 共 2021年8月 ミネルヴァ書房 本書では、れたカリキュラム研究事典の翻訳・編集を行った。カリ

事典』「原書 　 　 　 キュラム論に関する基本的なキーワードの解説に加えて、周辺にあ

CraigKridel(Ed.) 　 　 　 るコンセプトや研究機関の説明にいたるまで、日本の事情と文脈に

EncyclopediaofCurr 　 　 　 合わせて解釈し、解説を行った。（本人担当箇所：「G担当」（総

iculumStudies.Vol. 　 　 　 16ページ）執筆・編集担当)（共著者：田中耕治、石井英真、西岡加

1-2(SAGE,2010)」 　 　 　 名恵,、川地亜弥子、二宮衆一、羽山裕子、趙卿我等）

4.『教育評価重要用語 共 2021年3月 明治図書 本書は、最新の教育評価研究・実践の動向を視野に入れ、これから

事典』 　 　 　 の教育評価を考える際に重要となる用語を厳選し、コンパクトに解

　 　 　 　 説している。筆者は、パフォーマンス評価を行うために必要となる

　 　 　 　 「パフォーマンス課題 」や子どもの学びの深まりを設計していく

　 　 　 　 「長期的ルーブリック」のメリットについて執筆した。（本人担当

　 　 　 　 箇所：「パフォーマンス課題」p．114、「長期的ルーブリック」p.

　 　 　 　 118）（共著者： 西岡加名恵、石井英真、田中耕治、本所恵、羽山

　 　 　 　 裕子、木村裕、趙卿我等）

5.『新指導要録改訂の 共 2019年8月 日本標準 本書では、指導に生かす新しい3つの観点による資質・能力の評価の

ポイント』 　 　 　 あり方について述べた。特に、学習評価改革の背景にある、近年の

　 　 　 　 教育評価研究の知見や諸外国の研究動向などを解説した。（本人担

　 　 　 　 当箇所：「韓国の教育改革における教育評価の取り組み」執筆担当

　 　 　 　 （pp. 134－135））（共著者：石井英真、 西岡加名恵、田中耕治、

　 　 　 　 川地亜弥子、二宮衆一、木村裕、趙卿我等）

6.『現代カリキュラム 共 2019年6月 教育出版（日本カ 本書では、2017･2018年版学習指導要領の改訂に伴い、現代カリキュ

研究の動向と展望』 　 　 リキュラム学会 ラム研究の動向を整理し、今後の新たな展望を示した。特に、海外

　 　 　 編） のカリキュラムの特色に注目し、その教育実践から得られる示唆に

　 　 　 　 ついて記した。（本人担当箇所：「海外のカリキュラム実践からの
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
　 　 　 　 示唆」執筆担当（pp. 231－234））（共著者：豊田ひさき、佐藤

　 　 　 　 学,、石井英真、大野栄三、西野真由美、村川雅弘、趙卿我等）

7.『道徳教育』 共 2019年4月 ミネルヴァ書房 道徳科における教育評価の問題と課題、教育方法について考察し

　 　 　 　 た。その際、新学習指導要領をもとに、小学校低・中・高学年およ

　 　 　 　 び中学生に対する具体的な学習指導案やわかりやすい板書の例など

　 　 　 　 を示し、教育実践で参考になるように論じた。指導の基本事項から

　 　 　 　 専門的な知識まで、広い視点で捉えたうえで議論している。（本人

　 　 　 　 担当箇所：第1章「道徳科における評価」執筆担当（pp. 143－158）

　 　 　 　 （共著者：原清治、春日井敏之、篠原正典、森田真樹、荒木寿友、

　 　 　 　 藤井基貴、趙卿我等）

8.『教科と総合の教育 共 2019年1月 学文社 本書では、新教職課程を踏まえつつ、教育方法を目的・取り組み

方法・技術』 　 　 　 方・機能(効果)の3つの側面から検討し、教育の理論と実践を通じて

　 　 　 　 日本における研究動向や実践課題等を明らかにした。特に、新教育

　 　 　 　 課程で求められる「観点別学習状況の評価」の考え方と評価方法に

　 　 　 　 ついて明らかにした。（本人担当箇所：第8章「子どもの評価」執筆

　 　 　 　 担当（pp. 146－162））（共著者：子安潤、久田敏彦、湯浅恭正、

　 　 　 　 山田綾、白石陽一、小柳和喜雄、趙卿我等）

9.『よくわかる教育課 共 2018年2月 ミネルヴァ書房 本書では、教育課程をはじめて学ぶ学生や教師、教育課程の編成・

程第2版』 　 　 　 運営等に携わるスクールリーダー等を対象として、教育課程に関す

　 　 　 　 る基本的な知見を広くわかりやすく解説した。特に、カリキュラム

　 　 　 　 編成および授業づくりを行う際の留意点や現在の研究動向、豊かな

　 　 　 　 実践に向けて取り組むべき今後の課題を明らかにした。（本人担当

　 　 　 　 箇所：「特別活動」pp.154－155、「戦後『新教育』期の教育課程」

　 　 　 　 pp.182－183、「1947年版学習指導要領（試案）平和と民主主義を求

　 　 　 　 めて」pp.188－189、「1951年版学習指導要領（試案）経験主義の

　 　 　 　 いっそうの推進」pp.190－191、「韓国のカリキュラム」pp.208－

　 　 　 　 209　執筆担当）（共著者：川地亜弥子、二宮衆一、鉾山泰弘、羽山

　 　 　 　 裕子、原清治、加納寛子、趙卿我等）

10.『特別活動と生活指 共 2017年4月 協同出版 本書は、学校教育における特別活動と生活指導を通して児童生徒が

導』 　 　 　 どのようなことを学び、それらが人間として成長していくためにい

　 　 　 　 かに重要な役割を果たすかという視点から、さまざまな提案をして

　 　 　 　 いる。筆者は、特別活動と生活指導の導入に至る背景として、教育

　 　 　 　 課程の基礎である学習指導要領の変遷を検討するとともに、当時の

　 　 　 　 指導書や指導資料を手掛かりに、特別活動における評価方法につい

　 　 　 　 て実践例および事例を紹介した。（本人担当箇所：第1章「特別活動

　 　 　 　 に関する教育政策の変遷」執筆担当（pp. 5－19））（共著者：趙卿

　 　 　 　 我、川地亜弥子、二宮衆一、鉾山泰弘、羽山裕子、原清治、加納寛

　 　 　 　 子等）

11.『グローバル化時代 共 2016年3月 日本標準 現在進行しつつある、「資質・能力」を目指す教育課程改革を教育

の教育評価改革』 　 　 　 評価及び教育課程改革グローバル化（知識基盤社会を前提とする

　 　 　 　 ICT化の推進を併走しつつ）の視角からその動向,論点,課題を浮き彫

　 　 　 　 りにするものである。具体的には、パフォーマンス評価を政策的に

　 　 　 　 取り入れた韓国の事例を紹介するとともに、日本に関する研究動向

　 　 　 　 や課題などを明らかにした。（本人担当箇所：第3章第１節「韓国に

　 　 　 　 おけるパフォーマンス評価の理論的潮流」執筆担当（pp. 160－

　 　 　 　 171））（共著者：赤沢早人、赤沢真世、石井英真、西岡加名恵、石

　 　 　 　 井英真、伊藤実歩子、趙卿我等）

12.『教職をめざす人の 共 2015年9月 北大路書房 本書では、教育評価の定義や今日的課題、新しい教育評価の方法に

ための教育課程論』 　 　 　 ついて論じた。特に本書では、教科教育と「総合的な学習の時間」

　 　 　 　 における指導と評価について発展的に論じており、教育実習で求め

　 　 　 　 られる指導案作成や教育評価に関する専門的な内容について学べる

　 　 　 　 ようになっている。（本人担当箇所：第11章第3節「評価の方法」執

　 　 　 　 筆担当（pp. 155－160））（共著者：古川治、矢野裕俊、前迫孝

　 　 　 　 憲、森久佳、白銀夏樹、矢野裕俊、趙卿我等）

13.『パフォーマンス評 共 2012年1月 ミネルヴァ書房 本書では、思考力・判断力・表現力を評価する評価方法として問わ

価入門』 共著 2012 　 　 　 れている「パフォーマンス評価」や「ポートフォリオ評価」は、ど

年1月 　 　 　 のような考え方に基づき、実践をするべきかなどの基礎的知識と具

　 　 　 　 体例を翻訳した。本書は、大学における教育学受講生が教育方法の

　 　 　 　 理論と技術に対する具体的なイメージを持つことができるよう編纂
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研究業績等に関する事項

著書、学術論文等の名称
単著・
共著書別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は学会等の名称 概要

1 著書
　 　 　 　 されたものである。（本人担当箇所：第5章　「パフォーマンス評価

　 　 　 　 ―本当に大事なことをテストする―」翻訳・編集担当（pp. 53－

　 　 　 　 78））（共著者：田中耕治、本所恵、羽山裕子、山本はるか、奥村

　 　 　 　 好美、細尾萌子、趙卿我等）

14.『パフォーマンス評 共 2011年7月 ぎょうせい 新学習指導要領で求められる子どもの「思考力・判断力・表現力」

価―思考力・判断 　 　 　 を育むための手法の一つとして注目を集めている「パフォーマンス

力・表現力を育む授 　 　 　 評価」の理論と実践を明らかにした。具体的には、子どもの実験レ

業づくり』 　 　 　 ポートや作文、表現活動などのパフォーマンスを評価材料として捉

　 　 　 　 え、ルーブリック（評価指標）をもとに指導と評価を行い、学力実

　 　 　 　 態の検討を行った。（本人担当箇所：「韓国におけるパフォーマン

　 　 　 　 ス評価」執筆担当（pp.180-187））（共著者：田中耕治、石井英

　 　 　 　 真、小山英恵、望月実、山本はるか、花岡由美子、趙卿我等）

15.『小学校新指導要録 共 2010年11月 日本標準 2008年の学習指導要領の改訂に伴って、諸外国における教育評価の

改訂のポイント』 　 　 　 現状について紹介した。具体的には、韓国の遂行評価

　 　 　 　 （performance assessment）をめぐる政策と課題、現在の研究動

　 　 　 　 向、実践に向けて取り組むべき今後の課題を明らかにした。（本人

　 　 　 　 担当箇所：「韓国の遂行評価をめぐる政策と課題」執筆担当pp.126

　 　 　 　 -127）（共著者：田中耕治、西岡加名恵、堀江祐爾、安藤輝次、石

　 　 　 　 井英真、堀哲夫、趙卿我等）

2 学位論文
1.博士学位論文「現代 単 2013年 京都大学大学院教 本論文は、アジアで逸早くパフォーマンス評価を国家政策として導

韓国における教育評 　 　 育学研究科課程博 入・実施し、すでに教育内容の見直しを行っている韓国の現状や課

価改革 ―パフォーマ 　 　 士学位論文「A4　 題を検討した。そこでは、現代韓国におけるパフォーマンス評価の

ンス評価の意義と課 　 　 191枚」 理論と実践の検討を目的とし、パフォーマンス評価がどのような背

題―」 　 　 　 景のもとに導入され展開されてきたのか、現在までの評価観や理論

　 　 　 　 的推移を押さえた上で詳細に議論した。そして、韓国に着目するこ

　 　 　 　 との意義を明確にするために、日本のパフォーマンス評価研究の現

　 　 　 　 状についても明らかにし、今後の教育評価論が目指すべき方向性と

　 　 　 　 課題にアプローチするべく議論した。

3 学術論文
　

その他
１．学会ゲストスピーカー

　

２．学会発表
　

３．総説
　

４．芸術（建築模型等含む）・スポーツ分野の業績
　

５．報告発表・翻訳・編集・座談会・討論・発表等
　

６．研究費の取得状況
　

学会及び社会における活動等

年月日 事項
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